
佐
伯
一
君
の
8
蕃
Z
8
8
膏
葺

ソ
隊
○
＝
葺
ご
2
は
営
∩
三
コ
鉾

　
　
　
（
輔
九
】
諏
ハ
年
出
…
版
、
一
こ
四
こ
頁
）

文
學
博
士
桑
原
、
隣
藏

　
　
　
　
　
網

　
大
秦
景
敷
流
行
中
國
碑
は
支
那
に
現
存
す
る
、
あ
ら
ゆ

る
古
碑
の
中
で
、
尤
も
避
く
世
間
に
周
知
せ
ら
れ
、
叉
尤

も
深
く
學
界
に
注
意
さ
れ
て
居
る
。
梁
瀬
に
登
掘
さ
れ
て

以
來
、
今
日
ま
で
こ
の
碑
に
關
遇
す
る
著
書
論
文
の
世
に

公
に
さ
れ
π
も
の
は
、
實
に
汗
牛
充
棟
ご
評
し
て
も
、
決

し
て
過
言
で
あ
る
ま
い
。
併
し
爾
ほ
研
究
を
要
す
る
黙
が

勘
く
な
い
様
に
思
ふ
Q
佐
伯
（
好
郎
“
君
は
撃
高
に
於
け
る

唯
一
の
熱
心
な
る
景
敷
碑
研
究
者
で
あ
る
○
鍵
ほ
明
治
四

十
四
年
の
末
に
、
『
景
敷
碑
文
研
究
』
を
公
に
さ
れ
π
が
、

今
回
更
に
之
を
英
課
こ
な
し
、
幾
多
の
改
訂
堰
補
を
加
へ

倫
敦
で
出
版
さ
れ
π
も
の
が
、
即
ち
蓑
掲
の
書
物
で
あ
る
。

　
こ
の
景
敷
碑
は
、
そ
の
支
那
に
存
在
す
る
原
碑
の
外
に

近
年
に
な
っ
て
、
世
界
に
二
個
の
模
碑
知
。
葛
＄
が
出
來

だ
〇
一
は
、
明
治
四
十
年
に
、
デ
子
マ
川
ク
産
の
ホ
ル
ム

＝
。
げ
帰
氏
が
、
支
那
の
西
安
府
で
模
造
し
惣
も
の
で
、
現

に
米
國
の
紐
育
市
の
中
央
博
物
館
に
安
概
さ
れ
て
居
る
〇

一
は
明
治
四
十
四
年
に
、
愛
蘭
士
産
の
ゴ
川
ド
ン
Q
o
益
9
ρ

夫
人
が
、
我
が
高
野
山
の
奥
院
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
世
界
に
僅
か
二
方
か
な
い
、
景
敷
碑
の
模
型
の
・
一
を

有
す
る
我
國
に
於
て
、
佐
伯
君
の
如
き
熟
心
な
る
景
敷
碑

研
究
者
の
存
在
す
る
こ
ご
は
、
七
生
の
爾
に
も
敷
界
の
爲

に
も
、
親
騙
慶
賀
す
べ
き
こ
こ
ご
鰍
ご
思
ふ
。

　
佐
伯
君
の
新
著
は
大
膿
に
予
て
三
部
に
分
れ
て
居
る
。

（
一
）
は
序
論
｝
耳
δ
号
。
叶
δ
p
で
、
圭
こ
し
て
景
敷
碑
の
歴

史
及
び
東
洋
に
於
け
る
景
敷
の
戚
化
影
響
を
述
べ
泥
も
の

で
、
百
絶
す
一
頁
即
ち
全
書
の
孚
の
頁
数
を
占
め
て
居
る
。

著
者
が
尤
も
そ
の
精
…
力
を
荘
に
注
が
れ
た
事
が
わ
か
る
。

第
二
巻
　
　
枇
　
評
　
　
佐
偵
君
の
巳
5
閉
＄
δ
ユ
鎗
、
客
。
妻
彰
。
箕
冒
Ω
、
．
、
曇

第
一
號
　
　
一
一
九
　
（
コ
九
）



＠

’

第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
佐
伯
君
の
ゴ
お
累
。
珍
。
謄
ぎ
腕
試
9
μ
三
器
暮
ヨ
O
瓢
コ
答
’

（
二
）
は
碑
交
の
英
繹
で
約
二
十
頁
、
（
三
）
は
碑
文
の
注
鐸

で
七
十
六
頁
あ
る
。
こ
の
以
外
に
附
録
〉
竈
窪
臼
×
f
主

こ
し
て
景
敷
碑
に
鎖
す
る
支
那
の
記
録
を
蒐
録
も
た
一
や

引
用
書
目
や
索
引
等
が
あ
る
。
購
裁
は
整
頓
し
、
英
文
は

明
晰
で
、
此
等
の
黙
に
就
い
て
は
、
殆
ざ
聞
然
す
る
所
が

な
い
標
に
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
二

　
佐
君
伯
が
耶
蘇
敷
の
敷
義
や
、
沿
革
に
通
じ
て
居
ら
る

、
黙
ご
、
シ
リ
ア
語
に
即
し
て
居
ら
る
、
黙
ご
は
、
こ
の

種
の
研
究
に
、
勘
〉
か
ら
ざ
る
便
宜
を
與
へ
た
こ
ご
、
想
ふ
Q

從
っ
て
こ
の
書
の
長
所
も
、
亦
圭
こ
し
て
こ
の
方
面
に
多

い
様
で
あ
る
。

（
1
）
吾
輩
が
曾
て
紹
介
し
た
通
り
、
こ
の
釜
敷
碑
の
手
甲

に
出
土
し
た
時
代
に
就
い
て
、
異
く
こ
も
三
種
の
異
読
が

あ
る
。
（
明
治
四
十
三
年
四
月
の
『
藝
文
』
に
掲
げ
た
「
西

安
府
の
大
秦
景
敏
流
行
中
世
碑
」
一
八
一
一
九
頁
饗
看
）

佐
伯
君
は
此
等
諸
説
を
批
判
し
て
、
そ
の
最
後
に
金
園
閣

第
一
號
　
　
一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

累
剛
。
げ
9
霧
目
二
σ
q
尊
王
叶
及
び
父
要
略
セ
δ
。
。
》
δ
鼠
を
讃
糠

こ
し
て
、
こ
の
碑
の
出
土
年
代
を
西
歴
千
六
百
二
十
年
以

後
、
千
六
百
二
十
五
年
三
月
以
前
に
在
る
べ
き
も
の
こ
臨
馴

定
さ
れ
た
の
は
、
（
一
＝
頁
、
尤
も
竪
臼
で
、
吾
輩
i
三
異

説
の
中
に
就
い
て
、
必
ず
そ
の
一
を
選
定
し
把
結
果
、
曾

て
、
陽
罵
諾
団
讐
ρ
鳶
虹
U
冒
N
に
從
っ
て
、
天
啓
三
年
（

一
六
二
三
）
説
を
執
っ
だ
こ
ご
も
め
る
が
一
も
亦
こ
の
断

定
に
反
封
ず
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
・

（
1
1
）
併
し
佐
伯
君
が
、
明
末
に
こ
の
碑
の
証
跡
さ
れ
た
瘍

慮
を
、
西
安
の
西
に
當
る
諮
厘
Ω
葺
ス
｝
日
出
親
ご
断
定
さ

れ
把
の
は
、
如
何
に
し
て
も
同
意
を
表
し
難
い
Q
（
A
）
景
・

敷
碑
の
建
設
さ
れ
に
大
秦
寺
は
、
必
ず
義
寧
坊
に
在
っ
た

大
秦
寺
で
（
、
）
1
）
こ
の
憂
患
坊
の
大
秦
寺
の
所
在
地
冨
、
今

の
西
安
の
西
郊
の
金
勝
寺
の
境
内
に
蔭
り
（
清
の
陶
保
廉

の
『
辛
卯
侍
行
記
』
巻
三
、
及
び
寓
ミ
↓
9
の
．
旨
p
し
∩
蚤
0

9
弓
蜜
窪
6
9
ω
一
－
お
・
学
∂
瓢
、
第
二
冊
＝
七
頁
に
牧
め

た
る
、
唐
代
長
安
下
等
参
看
）
（
C
）
こ
の
碑
が
唐
以
後
に



、

他
所
に
移
動
さ
れ
た
讃
篠
も
な
く
、
（
D
）
明
末
に
他
所
か
　
も
の
こ
断
定
す
る
の
が
準
準
ご
思
ふ
。
佐
伯
君
の
こ
の
碑

ら
金
勝
寺
に
移
韓
さ
れ
た
讃
擦
庵
な
い
。
此
等
の
三
悪
を
　
が
も
こ
、
唐
代
の
洋
州
叉
は
馬
韓
ご
質
す
る
所
一
佐
伯
君

綜
合
す
る
こ
、
選
管
碑
は
そ
の
建
設
の
瞬
時
よ
り
、
去
る
　
は
こ
の
洋
州
叉
は
華
陽
を
、
長
安
整
厘
の
中
間
に
在
る
地

明
治
四
十
年
の
秋
に
、
画
安
城
内
の
碑
林
に
移
置
さ
れ
π
・
名
ご
認
め
ら
れ
て
居
る
が
、
之
は
柳
子
厚
の
交
を
誤
癬
さ

ま
で
、
千
百
二
十
七
年
間
、
同
一
の
霧
庭
に
存
在
し
だ
一
　
れ
た
結
果
で
、
そ
の
實
洋
州
や
十
二
は
長
安
や
蟄
屋
を
遠

業
事
は
樹
立
し
、
或
時
は
埋
没
し
て
一
も
の
こ
認
定
せ
な
　
く
離
れ
、
今
の
漢
申
府
附
近
に
當
る
（
『
護
史
方
輿
紀
要
』

け
れ
ば
な
ら
濾
。
從
っ
て
朋
末
の
出
土
も
勿
論
こ
の
金
勝
翁
五
十
六
）
の
で
あ
る
。
一
に
在
つ
π
大
秦
寺
境
内
に
建

寺
境
内
に
超
つ
セ
事
件
で
あ
る
。
近
く
佛
蘭
西
の
ペ
リ
ョ
　
設
さ
れ
π
も
の
で
、
（
二
六
頁
八
五
頁
）
明
末
に
登
掘
さ
れ

弓
亀
δ
碑
氏
な
ざ
も
、
吾
が
輩
同
様
の
見
解
を
登
表
さ
れ
て
　
て
後
ち
、
今
の
金
勝
寺
境
内
に
移
澄
さ
れ
π
も
の
で
あ
ら

．
居
る
。
（
『
中
亜
及
び
極
東
の
耶
蘇
敷
徒
』
O
年
霊
2
ω
仙
．
〉
ω
δ
　
う
こ
い
ふ
圭
張
・
i
幾
分
ア
ヴ
ン
寓
即
ノ
目
。
θ
の
そ
れ
に
類
似

6
①
三
尊
冨
。
け
Q
．
自
×
嘗
0
5
①
－
○
「
．
o
韓
●
8
～
三
㎎
℃
斜
ρ
　
一
℃
【
↑
　
す
る
一
に
は
、
到
底
賛
同
す
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
。
こ
の
三

園
曾
い
．
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
就
い
て
は
佐
伯
君
の
再
考
を
求
め
π
い
σ

　
佐
伯
君
は
景
敷
碑
の
本
文
に
、
そ
の
建
設
地
は
明
記
さ
　
（
皿
）
景
敏
碑
の
携
建
さ
れ
π
の
は
、
唐
の
徳
宗
の
建
中
こ

れ
て
居
ら
沁
か
ら
、
建
設
地
を
何
腱
に
假
号
す
る
も
本
文
　
年
（
七
八
蝸
）
で
あ
る
が
、
碑
文
を
見
る
ご
、
時
法
圭
俗

ご
翻
寄
せ
ぬ
（
二
六
頁
）
ご
圭
張
さ
れ
て
居
る
が
、
碑
文
ご
　
寧
恕
知
二
東
方
之
景
衆
｝
也
の
句
が
あ
る
。
そ
の
寧
恕
の
シ

宋
の
宋
敏
求
の
『
長
安
志
』
の
記
事
ご
鍋
比
す
る
ご
、
こ
の
　
リ
ァ
名
は
碑
文
に
ハ
ナ
ン
・
エ
ス
匡
睾
9
」
善
い
話
ご
あ
る

碑
は
長
安
城
内
の
義
煕
坊
の
大
秦
寺
境
内
に
携
建
さ
れ
犯
　
ア
ン
セ
マ
ン
ニ
〉
蜜
・
茸
磐
鼠
の
『
耶
蘇
導
管
』
に
糠
る
ご
、

　
　
　
第
二
谷
　
　
蝿
　
評
　
　
佐
伯
君
の
、
霞
目
以
畠
ρ
二
雲
量
9
三
一
ぎ
艮
貯
Ω
比
韓
．
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
二
　
（
一
二
一
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
批
評

子
ス
ト
川
敷
の
第
二
十
四
租
の
法
主
に
、
ハ
ナ
ン
。
エ
ス
ご

あ
る
の
が
、
即
も
景
敷
碑
の
其
癖
の
ハ
ナ
ソ
。
エ
ス
仁
る
べ

き
は
疑
を
容
れ
澱
。
セ
や
法
圭
ハ
ナ
ン
・
エ
ス
は
、
西
暦
七

百
七
十
入
年
に
死
ん
だ
こ
傳
へ
ら
れ
て
居
る
Q
七
百
七
十

入
年
に
死
ん
だ
ハ
ン
ナ
。
エ
ス
（
寧
恕
）
が
、
七
百
八
十
一
年

建
設
の
景
書
誌
に
、
知
聞
一
東
方
之
景
衆
一
也
ご
あ
っ
て
、
こ

、
に
年
代
の
齪
灘
が
避
け
難
い
。
こ
の
黙
に
達
し
て
は
、

巳
に
ア
ソ
セ
マ
ン
ニ
以
來
、
農
時
バ
グ
ダ
ー
ド
の
子
ス
ト

ソ
ァ
ン
法
主
臆
ご
、
支
那
の
如
き
遽
隔
の
地
方
に
在
る
敷

會
こ
の
間
に
は
、
毎
六
年
に
一
度
音
信
を
通
す
る
規
程
で

あ
っ
元
か
ら
、
法
主
ハ
ナ
ソ
。
エ
ス
永
眠
の
報
は
、
七
百
八

十
一
年
景
敷
碑
建
設
の
頃
に
、
未
ば
支
那
に
到
達
せ
ざ
り

し
も
の
こ
し
て
、
こ
の
年
代
の
訟
訴
を
説
註
し
て
居
る
Q

（
ユ
ー
ル
『
支
那
西
前
記
』
網
三
ρ
、
．
9
詩
書
磐
二
三
。
ノ
く
曙

景
昏
Φ
騰
・
、
．
く
。
H
」
．
播
蓉
譲
一
落
話
）

　
佐
伯
君
は
ラ
イ
ト
≦
ユ
σ
Q
耳
や
、
バ
ソ
ヂ
H
ど
伽
σ
q
σ
に
糠

っ
て
、
ハ
ナ
ン
・
エ
ス
は
七
百
八
十
年
夏
後
喜
に
逝
去
し
、

佐
伯
翼
の
目
μ
ゆ
以
。
・
。
δ
同
一
2
一
諸
9
印
ε
5
。
葺
ヨ
Ω
罫
“
p
・

策
　
　
號
　
　
ご
一
二
　
（
ご
一
二
）

そ
の
後
嗣
の
チ
モ
シ
目
ヨ
。
．
ξ
は
、
七
百
八
十
一
年
の
五

月
に
斜
位
に
耶
い
π
も
の
こ
し
て
、
七
百
八
十
一
年
二
月

四
達
の
芝
敷
碑
建
設
の
時
に
は
㌔
法
学
永
眠
の
報
が
長
安

に
到
達
し
得
な
か
つ
党
も
の
こ
噺
趣
ら
れ
て
居
る
。
ハ
ナ

ソ
・
エ
ス
逝
去
の
年
代
を
下
げ
る
i
佐
伯
君
は
七
百
八
十

年
の
無
恥
ご
断
ぜ
ら
る
、
が
、
較
ろ
七
百
七
十
九
年
の
後

掌
の
方
が
姿
當
の
様
に
思
は
れ
る
一
こ
ご
は
、
兎
に
角
、

年
代
の
齪
鷹
の
説
朋
を
一
思
容
易
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ

る
〇
　
　
　
　
　
三

（
V
I
）
嚢
に
ペ
リ
ョ
氏
が
蝦
燵
で
管
見
し
π
遺
書
の
中
に
、

「
景
敷
三
威
蒙
度
讃
し
ご
「
尊
繁
し
ご
が
あ
る
。
何
れ
も
唐
代

の
景
敷
を
研
究
す
べ
き
屈
菟
の
材
料
で
あ
る
。
こ
の
二
者

に
要
す
る
研
究
は
1
少
く
こ
も
吾
輩
の
知
る
所
で
は
i
今

日
ま
で
未
だ
書
表
さ
れ
て
居
ら
濾
○
佐
伯
君
は
始
め
て
こ

の
二
者
の
英
謬
及
び
研
究
に
手
を
轟
け
ら
れ
わ
匹
○

　
「
景
敏
三
連
業
度
讃
」
1
佐
伯
書
の
英
諜
に
擦
れ
ば
、



K，

．
．
円
8
客
Φ
緯
○
触
ぎ
μ
剴
も
ユ
切
き
巴
頃
）
§
昌
δ
一
げ
。
早
一
口
｝
一
信

－
の
繹
は
六
十
六
乃
至
六
十
七
頁
に
、
つ
尊
纒
」
i
・
．
円
訂

冥
。
。
。
δ
ユ
9
。
昌
切
。
し
げ
o
h
℃
葦
『
①
一
α
Φ
袋
。
舞
①
山
8
ド
ゴ
o
U
ぞ
剛
【
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

舅
〔
ζ
竃
U
鑓
瓢
．
．
1
一
の
繹
は
、
六
十
七
乃
至
七
＋
頁
に

渉
っ
て
居
る
。
中
に
就
い
て
「
奪
纏
」
の
中
に
開
列
さ
れ
て

あ
る
、
法
王
及
び
曾
経
の
名
団
の
」
鴬
豆
比
定
は
、
尤
も
馬

込
に
嫁
す
る
ご
思
ふ
。
或
者
は
説
明
が
除
り
に
簡
略
な
、
る

警
め
、
二
者
は
吾
輩
の
子
ス
ト
川
敷
に
關
す
る
智
識
の
不

足
な
る
畳
め
、
そ
の
比
定
の
理
由
を
十
分
に
了
解
し
兼
ね

る
所
も
勘
く
な
い
が
、
兎
に
角
吾
輩
は
之
に
よ
っ
て
多
大

の
練
緯
を
受
く
べ
き
こ
ご
を
疑
は
な
い
。

　
讃
身
誉
詞
寧
端
野
に
野
す
る
図
呂
p
号
囚
鼠
9
1

弧
，
。
剛
ま
熔
の
℃
耳
を
始
め
、
喩
準
難
法
王
に
甥
す
る
萱
葺

（』

B
ξ
毒
＄
）
、
盧
伽
法
王
に
号
す
る
U
鼻
Φ
、
明
泰
法
王

に
樹
す
る
逐
舞
々
♂
く
、
牟
世
法
王
に
封
ず
る
累
8
＄
、

寳
路
法
王
に
謝
す
る
寄
三
、
欝
欝
吉
際
法
王
に
古
す
る

竃
舞
ω
築
上
霧
、
憲
難
…
那
法
王
に
封
ず
る
囚
。
岡
鎧
3
即
、
賀

第
二
巻
　
　
批
　
騨
…
　
佐
伯
君
の
ゴ
ぢ
以
。
賀
。
月
．
2
μ
三
つ
彰
例
ヨ
〇
三 具

耶
法
王
に
属
す
る
媛
。
給
簿
、
拠
盧
法
王
に
鋼
す
る
O
気

又
糠
穂
縄
に
甥
す
る
§
。
ぎ
算
。
門
Ω
・
飛
雪
、
謝
可
律

経
に
欝
す
る
N
9
・
o
ぎ
噌
倒
し
Q
二
け
養
、
　
伊
利
黄
昏
に
劃
す
る

国
ξ
異
し
Q
十
字
、
師
科
海
千
の
師
利
海
に
遣
す
る
シ
ソ
ァ

語
の
し
。
導
尊
孚
、
慈
能
無
経
の
慈
利
己
に
欝
す
る
シ
ソ
ァ

語
の
雰
葺
冨
等
の
擬
定
は
、
信
慧
す
べ
き
様
に
思
は
れ

づ
O
O
た
い
転
瞬
僻
法
王
に
謁
し
て
、
佐
伯
君
は
罎
錠
0
8
餐
。

を
擬
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
認
れ
は
ペ
リ
ヨ
氏
に
從
っ
て
、

（
・
『
極
東
學
院
公
報
』
二
戸
言
〔
｛
。
一
座
8
δ
閃
↓
鋤
b
曾
お

（喫

ｨq
?
益
β
0
6
膏
馨
・
6
0
。
。
．
賢
蝋
6
い
諸
釜
，
育
ω
（
ン
錠
一
・
M
（
）
に

擬
定
す
る
方
が
要
當
で
あ
ら
う
○
爾
ほ
「
愈
纒
」
の
最
後
に

在
る
八
十
蝕
字
の
隠
文
を
、
如
何
な
る
故
か
、
佐
伯
君
は

全
く
看
過
し
て
、
英
謬
を
加
へ
ら
れ
な
か
つ
把
の
は
、
甚

だ
遺
憾
で
あ
る
。
こ
の
蹟
文
は
唐
代
の
景
敷
を
研
究
す
る

に
、
大
に
参
考
に
資
す
べ
き
も
の
こ
思
ふ
。

ハ
V
∀
佐
伯
君
は
景
敏
ご
他
の
東
亜
に
行
は
れ
把
諸
宗
激
こ

の
關
係
、
1
（
A
）
景
敷
ご
マ
ホ
メ
ソ
ト
敷
（
回
敷
）
、
（
β
）

＝
ぎ
Ω
μ
ヨ
ヨ
　
　
　
　
第
一
號
　
「
一
二
三
　
（
一
二
三
）



第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
佐
伯
君
の
、
罫
。
客
員
ε
ユ
馨
ン
穿
三
一
き
黒
ぼ
Q
首
多

玉
敷
ご
溢
敷
の
一
派
の
金
丹
敷
こ
の
關
係
（
C
）
景
敷
ご
大

乗
佛
敷
殊
に
申
言
宗
及
び
眞
宗
こ
の
關
係
一
を
説
明
す
る

に
、
、
尤
も
ヵ
を
盤
さ
れ
て
居
る
Q
こ
れ
ら
の
關
係
は
　
何

れ
も
大
問
題
で
あ
る
だ
け
、
佐
伯
君
の
提
供
さ
れ
だ
理
由

の
み
で
は
、
不
＋
分
で
な
い
か
ご
疑
ふ
。
暫
く
こ
も
吾
輩

は
、
差
曇
り
佐
伯
君
の
主
張
に
賛
同
す
る
こ
ご
を
躊
躇
せ

な
け
れ
ば
な
ら
蹟
。

　
佐
伯
君
は
唐
の
諸
宗
の
會
昌
五
年
（
入
四
五
）
の
敷
に
、

－
大
秦
穆
護
厭
俗
。
皆
勒
蹄
俗
ご
あ
る
、
穆
護
紙
が
或
は
穆

護
祓
こ
な
っ
て
居
る
に
嬢
っ
て
、
之
を
マ
ホ
メ
ソ
ト
の
平

冠
ご
認
め
ら
れ
て
居
る
。
（
四
七
頁
）
二
言
の
學
者
は
此
穆

護
祓
（
厭
）
に
平
し
て
、
種
々
の
解
繹
を
下
し
π
こ
ご
は
ア

ヅ
ン
の
著
書
（
雰
○
。
企
。
Ω
p
「
餐
。
旨
「
○
〔
げ
ω
一
・
薦
・
・
詳
－
∂
二
・
員

ダ
獣
N
ー
ト
。
い
ω
）
を
見
れ
ば
、
略
明
瞭
で
あ
る
が
、
ラ
ク
ー

ペ
リ
ど
餌
8
毛
隻
。
は
之
を
マ
ホ
メ
ソ
ト
ご
解
し
て
居
る
。

（『

?
央
及
東
亜
文
字
源
流
』
切
・
σ
q
剛
三
曇
σ
q
い
鼠
を
養
コ
σ
q
一
二

∩
o
p
9
巴
恥
＆
国
警
8
0
寡
、
跨
昏
『
℃
・
◎
。
い
）
佐
伯
君
の
所
説
も

第
一
號
　
　
舗
二
四
　
（
一
二
四
）

多
分
ラ
ク
ー
ペ
リ
の
そ
れ
に
基
い
た
も
の
で
め
ら
う
。
併

し
こ
れ
は
勿
論
間
蓮
で
あ
っ
て
、
大
秦
穆
護
厭
儒
ご
は
、

子
ス
ト
川
敷
（
景
敷
）
ご
ゾ
ロ
ァ
ス
ト
川
敷
、
祇
敷
）
の
僧
侶

を
指
し
π
も
の
で
あ
る
。
（
『
那
珂
麺
世
遺
書
』
の
「
成
吉
思

汗
實
録
績
編
」
一
四
四
頁
姿
看
）

　
實
盗
心
時
代
に
、
釜
敷
は
支
那
内
地
に
布
敷
さ
れ
て
居

ら
ぬ
i
沼
海
の
貿
易
港
に
滞
在
す
る
ア
ラ
ブ
商
入
等
は
別

こ
し
て
一
鼠
算
、
特
に
禁
制
す
る
必
要
な
い
の
で
あ
る
。

（
明
治
四
十
五
年
七
月
の
『
藝
文
』
に
掲
げ
陀
拙
稿
－
創
建
清

眞
寺
丁
丁
」
墾
考
）
降
っ
て
元
時
代
こ
な
っ
て
も
、
支
那
に

於
け
る
子
ス
ト
ル
敷
ご
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
敷
ざ
は
、
明
に
涯

別
さ
れ
て
、
混
同
七
て
居
ら
繊
。
佐
伯
君
の
會
昌
禁
制
の

後
、
景
敷
徒
は
次
第
に
回
敷
徒
の
中
に
混
入
す
る
こ
ご
〉
畠

な
つ
仁
こ
い
ふ
圭
張
（
四
八
頁
五
二
頁
）
は
、
や
、
信
慧
し

難
い
様
に
思
ふ
。

（
刷
）
佐
伯
君
が
景
敷
ご
金
丹
敏
の
關
係
を
説
明
せ
ん
が
爲

に
、
景
敷
碑
文
の
筆
者
の
呂
秀
巖
ご
、
金
丹
敷
の
親
師
呂
巖



ご
は
同
一
人
な
る
べ
き
を
、
可
な
り
巧
に
立
謹
す
、
べ
く
努

力
さ
れ
て
居
る
。
（
五
六
一
山
ハ
○
頁
）
吾
が
輩
は
賛
同
を
躍

躇
し
つ
、
も
、
こ
の
新
奇
な
る
主
張
を
興
味
深
く
戚
じ
把
。

コ
　
エ（
エ
V
）
佐
伯
君
は
辱
ス
ト
川
敷
徒
が
特
に
景
敷
こ
い
ふ
宗
名

を
選
定
し
陀
の
は
、
當
時
唐
の
上
下
に
幻
聴
さ
れ
て
居
っ

π
大
日
敷
に
因
む
だ
の
で
、
日
ご
京
こ
よ
り
成
立
す
る
景

の
字
に
は
、
大
日
の
意
義
を
寓
し
て
あ
り
、
景
敷
ご
は
畢

寛
大
B
敷
の
意
昧
で
あ
る
ご
暮
露
さ
れ
て
居
る
○
（
一
二
八

頁
）
叉
佛
敷
徒
の
孟
蘭
盆
は
景
敷
に
彷
ひ
、
支
那
の
春
先

崇
拝
の
言
為
に
，
一
致
す
る
目
的
で
剃
め
ら
れ
π
る
も
の
、

佛
敏
徒
（
眞
宗
）
の
妻
帯
は
景
敷
徒
か
ら
受
け
把
影
響
で
あ

ら
う
ご
主
張
さ
れ
て
居
る
。
（
一
四
〇
頁
一
五
三
頁
）
併
し

此
等
は
要
す
る
に
一
の
設
想
に
過
ぎ
ぬ
。
佐
伯
震
の
自
自

軍
る
、
通
り
薩
接
の
誰
櫨
は
提
供
し
難
い
こ
し
て
も
、
縦

令
間
接
の
推
理
に
て
も
、
今
㎜
段
確
實
な
る
も
の
を
希
望

し
こ
、
O

　
ブ
L
M

　
　
　
　
　
四

　
　
　
第
ご
巻
　
批
評

佐
伯
君
の
目
三
口
の
丑
。
ユ
騎
、
げ
竃
9
去
紹
・
三
写
Ω
　
晒
髭

　
全
軍
を
通
じ
て
漢
文
の
誤
課
が
多
少
目
に
著
く
檬
で
あ

る
。
今
心
付
い
π
≡
二
を
墨
げ
る
ご
、

（
1
）
景
敷
碑
丈
の
筆
者
呂
秀
巖
の
肩
書
に
、
朝
議
郎
前
行

台
州
避
暑
墾
軍
ご
あ
る
解
緯
が
間
蓮
っ
て
居
る
ご
患
ふ
Q

朝
議
郎
ご
は
、
丈
官
正
六
品
上
の
階
級
に
属
す
る
こ
ご
を

示
す
の
み
で
、
朝
議
の
二
字
に
實
職
の
意
味
は
な
い
。
從

來
の
註
解
者
が
之
を
円
舞
O
Q
o
u
お
、
下
山
。
病
夢
Φ
一
弓
℃
鼠
巴

O
o
β
畠
な
ざ
課
し
π
も
の
は
、
勿
論
間
違
で
あ
る
が
、
佐

伯
霜
が
之
に
前
行
の
二
字
を
添
へ
、
朝
議
郎
茜
剛
行
を
一
の

實
職
の
如
く
考
へ
て
、
　
》
凱
ω
二
二
。
り
。
興
。
冨
受
。
h
Q
。
㌶
①

ご
課
さ
れ
陀
の
は
一
畳
の
間
違
ご
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

は
軍
に
「
文
官
正
六
品
上
の
待
遇
を
受
く
べ
き
資
格
を
有

す
る
」
ご
課
す
べ
き
も
の
こ
思
ふ
。

　
州
の
隠
士
墾
軍
は
從
七
品
下
の
官
職
で
、
州
内
の
土
木

工
藝
の
こ
ご
を
管
理
す
る
。
墾
軍
ご
あ
っ
て
も
、
必
し
も

軍
事
に
關
係
せ
ぬ
。
佐
伯
君
が
之
を
。
り
壱
窪
暮
9
⊆
。
9
。
戦

昏
ρ
Ω
く
躍
影
μ
σ
q
冒
。
o
統
ぎ
σ
q
冨
竃
。
震
ご
諜
さ
れ
た
の
は
、
確

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
二
五
　
（
一
二
五
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
投
詐

に
從
來
の
多
く
の
註
二
者
一
司
士
墾
軍
を
武
官
の
如
く
考

へ
た
一
に
勝
っ
て
居
る
。
た
や
朝
議
郎
（
正
六
土
煙
）
の
結

実
巖
が
、
嚢
に
豪
州
の
蟻
通
建
軍
（
從
七
品
下
）
の
實
職
に

就
い
π
か
ら
、
前
行
、
し
い
ふ
の
で
、
前
行
の
二
字
は
勿
論
、

ム
ロ
州
司
士
・
墾
軍
の
六
字
を
管
湿
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（
H
）
附
録
に
牧
め
π
大
唐
故
波
斯
廟
剛
大
塾
長
、
右
回
衛
懸

軍
、
上
柱
國
金
城
郡
開
國
公
波
亜
型
丘
之
銘
は
清
、
の
端
方

の
『
陶
齋
藏
石
焼
』
に
読
め
て
は
あ
る
が
、
從
來
鯨
b
世

間
に
知
ら
れ
な
か
つ
π
o
吾
輩
が
去
る
大
正
二
年
の
春
、

佐
伯
君
に
面
旨
し
だ
時
、
佐
伯
君
は
新
に
上
野
の
帝
國
博

物
詣
に
到
重
し
莚
、
こ
の
碑
銘
の
拓
本
に
就
い
て
研
究
さ

れ
て
居
つ
だ
Q
馨
同
時
に
わ
が
同
僚
の
朋
田
（
亨
）
書
が
、

こ
の
拓
本
を
『
東
洋
廻
報
』
（
大
正
二
年
十
一
月
目
上
で
紹
介

さ
れ
た
こ
ご
が
あ
る
○

　
さ
て
佐
伯
君
は
こ
の
交
中
の
建
二
造
畢
櫃
一
の
句
を
全
く

誤
解
さ
れ
て
居
る
。
こ
は
巳
に
朋
田
君
が
解
騨
さ
れ
π
通

り
、
則
天
武
后
の
蒔
代
に
建
設
し
弛
、
大
周
萬
國
頚
徳
天

佐
旧
鷺
の
↓
ぎ
閉
。
浜
。
「
一
塁
筈
ρ
三
一
づ
窪
二
・
】
Ω
二
三

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
一
二
⊥
ハ
　
（
一
二
山
ハ
）

櫃
を
指
せ
し
こ
ご
疑
な
い
。
鉢
叩
一
一
彿
罧
國
諸
蕃
招
慰
大

使
一
の
馬
添
暴
動
蕃
ご
は
、
梯
棘
國
所
行
の
諸
蕃
族
ご
解

す
べ
き
も
の
で
、
佐
伯
君
が
諸
島
を
チ
ベ
ソ
ト
ご
課
さ
れ

た
の
は
勿
論
間
違
で
あ
乃
。
　
四
面
増
慕
。
　
無
レ
綴
・
一
於
春

秋
二
二
禮
剋
脩
Q
翻
し
忘
二
於
生
死
ス
の
四
序
は
春
夏
秋
冬

（
即
ち
春
秋
）
を
指
し
。
二
禮
は
生
死
を
指
す
の
で
あ
る
○

之
に
樹
す
る
佐
伯
潜
の
謬
丈
は
流
暢
で
は
め
る
が
、
や
〉

本
症
の
意
昧
を
離
航
し
π
嫁
が
あ
る
標
に
思
ふ
）

　
漢
文
の
心
霊
以
外
に
、
史
的
事
實
を
問
蓮
へ
ら
れ
π
黙

も
妙
く
な
い
。
本
書
三
頁
よ
り
四
頁
に
か
け
て
記
述
さ
れ

て
あ
る
、
支
那
の
首
郡
こ
し
て
の
長
安
の
沿
革
は
、
年
代

事
實
こ
も
に
正
確
を
失
し
て
居
る
。
三
十
九
頁
以
下
に
、

古
代
に
於
け
る
東
西
の
交
蓮
を
概
説
さ
れ
て
居
る
が
、
中

に
就
い
て
春
秋
時
代
の
臼
秋
を
、
遽
西
の
蕃
客
ご
解
さ
れ

た
如
き
は
論
外
こ
し
て
も
、
西
府
時
代
の
平
馬
の
遽
征
、

東
急
時
代
の
サ
英
の
長
征
等
に
遇
す
る
記
事
に
は
、
一
一

々
は
櫨
列
せ
濾
が
1
可
な
り
聞
蓮
あ
る
様
に
思
ふ
o



、

　
　
　
　
　
五

　
妻
達
の
附
録
に
、
景
敷
碑
及
び
景
敷
に
關
係
あ
る
支
那

入
の
記
録
を
網
羅
さ
れ
て
あ
る
が
、
未
だ
十
分
ご
は
い
へ

沁
。（
1
）
『
遊
唄
元
亀
』
塞
五
百
四
十
六
に
、
波
斯
信
及
烈
の
こ

ご
を
載
せ
て
あ
る
。
及
烈
’
O
騨
σ
臨
。
＝
）
は
景
敷
宣
傳
に
特

別
の
家
勢
あ
っ
陀
人
で
、
景
敷
碑
文
中
に
も
、
そ
の
事
蹟

が
勒
さ
れ
て
居
る
。
『
冊
府
元
魑
』
の
記
事
に
詳
し
て
、
吾

輩
は
已
に
『
藝
丈
』
（
大
正
四
年
十
一
月
）
に
、
一
，
子
ス
ト
川
敷

の
儒
及
烈
に
嘉
す
る
逸
事
」
ご
題
す
る
一
睡
論
文
を
掲
げ

て
躍
い
た
。

（
王
1
）
清
の
朱
一
新
の
『
無
邪
堂
問
答
』
悲
二
に
、
評
二
言

侃
蘭
景
敏
流
行
中
國
碑
考
［
こ
い
ふ
一
論
文
が
あ
る
。
あ

ら
ゆ
る
支
給
の
尊
者
の
景
海
鵜
に
關
す
る
論
著
の
中
で
、

こ
の
朱
，
一
新
の
論
文
一
睡
も
亦
支
那
の
回
者
の
通
弊
こ
し

て
、
景
敷
を
波
斯
火
敷
ご
断
じ
、
駅
敏
を
波
羅
門
敷
ご
認

め
、
摩
尼
敷
を
回
敷
に
擬
す
る
な
ご
の
僻
説
も
あ
る
が
一
．

　
　
　
第
ご
懸
　
　
批
　
評
　
　
佐
伯
君
の
繋
δ
訊
①
。
・
ε
ユ
憩

は
尤
も
注
意
に
債
す
る
ご
思
ふ
。
吾
輩
は
同
僚
の
矢
野
君

の
注
意
に
よ
っ
て
、
始
め
て
こ
の
軽
軽
を
知
っ
た
。

　
右
の
史
料
は
何
れ
も
密
婦
劇
界
に
知
ら
れ
す
に
あ
っ
た

勘
て
こ
も
ア
ヅ
レ
を
始
め
、
從
來
の
景
敏
碑
研
究
者
の
著

書
に
牧
録
さ
れ
て
な
く
、
佐
伯
書
も
亦
注
意
さ
れ
て
居
ら

ぬ
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
吾
輩
は
兎
に
角
、
我
が
國
人
に
よ
っ
て
、
唯
一
の
景
敷

稗
に
關
す
る
著
書
の
世
に
公
に
さ
れ
た
こ
ご
を
喜
ば
ね
ば

な
ら
ぬ
。
著
者
佐
伯
君
の
熟
々
に
劃
し
て
は
多
大
の
同
情

を
有
し
て
居
る
。
そ
の
著
警
に
劃
し
て
、
忌
揮
な
き
批
判

を
加
へ
、
君
干
の
獣
疫
ご
思
は
る
、
黙
を
指
摘
し
た
の
も

畢
覧
備
を
求
む
る
微
衷
に
露
な
ら
纏
。
こ
の
書
を
再
版
に

博
せ
ら
る
、
時
、
…
幾
分
な
り
ご
吾
輩
の
注
意
を
聴
か
れ
て

補
正
せ
ら
る
、
所
あ
ら
ば
、
實
に
本
懐
の
至
り
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
月
一
訂
）

竃
（
勇
ヨ
影
曾
旨
ぎ
O
二
二
F

第
　
一
丁
　
　
　
一
二
七
　
（
＝
一
七
）

　
　
、


